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関川村食生活改善推進員の皆さん 

・赤ずいき　１束（５本位） 

・酢（下ゆで用）　大さじ４ 

・針しょうが（飾り用）　少々 

（合わせ酢） 

・酢　100㏄　　・みりん　50㏄　　・酒　50㏄ 

・砂糖　大さじ１ 

・うまみ調味料　少々 

ずいきの赤酢漬け 
　古くから、ずいきは「古血を洗う」といわれて
きました。また、出産後の女性に食べさせると体
力が早く回復するとされ、産後の儀式としてきた
地域もあったようです。お祝い事にもよく食べら
れ、赤飯につきものの一品です。 

①ずいきはていねいに皮をむき、水に浸す。 

②鍋にたっぷりの湯を沸かし、酢を加えて沸騰したら①

　のずいきを入れ、歯ざわりよくゆでる。ゆで上がった

　ら４㎝長さに切る。 

③ボウルに合わせ酢を作り、その中に熱々のずいきを入

　れ、ピンク色になるまでおく。 

④器に盛り、針しょうがを天盛りする。 

 

※冷蔵庫に入れておくと、長期間保存できます。また、

　干したずいきは、粕汁や含め煮、ニシンの炊き合わせ

　などにも利用できます。 

郷
愁
の
思
い
を
胸
に
盆
帰
省
賑
わ
い
残
し
　
　
　

須
貝
　
恵
美 

夏
も
過
ぎ
ゆ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
高
田
） 

今
年
も
又
た
い
し
た
も
ん
じ
ゃ
の
行
列
を
　
　
　

高
橋
　
イ
ツ 

我
は
涙
で
ぢ
っ
と
見
つ
む
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
愛
広
苑
） 

千
三
百
人
青
松
の
地
で
茶
の
湯
の
会
　
　
　
　
　

高
橋
　
イ
ツ 

こ
の
素
晴
ら
し
さ
何
時
の
世
迄
も
　
　
　
　
　
　
　（
愛
広
苑
） 

秋
祭
り
鎮
守
の
森
に
幟
り
立
ち
氏
子
は
畏
み
　
　

佐
藤
　
庄
七 

子
供
は
は
し
や
ぐ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
愛
広
苑
） 

水
槽
の
魚
の
よ
う
に
鬼
や
ん
ま
庭
を
暫
く
　
　
　

小
池
　
啓
子 

行
っ
た
り
来
た
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
下
関
） 

季
節
ご
と
便
り
を
く
れ
る
君
に
出
す
手
紙
に
　
　

渡
辺
千
恵
子 

歌
を
添
え
て
送
ら
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
上
関
） 

あ
け
放
つ
網
戸
に
張
り
つ
く
こ
お
ろ
ぎ
は
　
　
　

山
口
　
藤
枝 

夜
の
廚
を
覗
き
見
て
お
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
辰
田
新
） 
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ま
だ
足
り
ぬ
寝
言
に
続
き
し
ゃ
べ
っ
て
る
　
　
　

渡
辺
し
づ
い 

お
喋
り
会
婆
ち
ゃ
ん
生
き
生
き
若
返
り
　
　
　
　

佐
藤
　
ノ
ブ 

老
い
て
な
お
女
に
守
る
も
の
が
あ
る
　
　
　
　
　

平
田
　
千
恵 

若
き
日
の
苦
労
賜
物
家
守
る
　
　
　
　
　
　
　
　

本
間
　
イ
ミ 

逢
う
度
に
多
弁
の
友
が
う
ら
や
ま
し
　
　
　
　
　

高
橋
　
イ
ツ 

コ
ッ
プ
酒
多
弁
譲
ら
ぬ
天
下
論
　
　
　
　
　
　
　

南
　
　
セ
ツ 

汗
拭
う
陽
も
な
く
立
秋
迎
え
け
り
　
　
　
　
　
　

渡
辺
し
づ
い 

朝
散
歩
露
草
愛
で
て
足
を
止
め
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
　
ノ
ブ 

老
鶯
の
鮮
や
か
な
音
に
目
覚
め
け
り
　
　
　
　
　

渋
谷
　
く
に 

汗
流
す
夏
駆
け
抜
け
し
空
の
色
　
　
　
　
　
　
　

南
　
　
セ
ツ 

窓
外
に
一
瞬
の
影
秋
の
蝶
　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
木
　
慶
一 

少
年
の
倒
立
き
ま
る
秋
の
空
　
　
　
　
　
　
　
　

五
十
嵐
貞
子 

　
関
川
村
議
会
議
長
を
務
め
た
佐
藤

金
男
は
昭
和
六
年
五
月
十
三
日
旧
朝

日
村
荒
沢
に
石
川
金
次
郎
の
二
男
と

し
て
出
生
。
昭
和
二
十
一
年
三
月
塩

野
町
村
立
塩
野
町
高
等
小
学
校
卒
業
。

昭
和
三
十
四
年
七
月
結
婚
し
て
関
川

村
下
関
に
転
居
。
姓
を
佐
藤
に
改
め

た
。 

　
下
関
で
最
初
自
転
車
店
を
経
営
。

後
に
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
・
石
油
や
燃
焼
器
具

等
の
販
売
・
修
理
を
営
み
、
昭
和
五

十
九
年
三
月
一
日
か
ら
合
資
会
社
佐

藤
商
業
と
し
、
代
表
社
員
と
な
っ
た
。 

　
昭
和
四
十
六
年
八
月
一
日
衆
望
を

担
っ
て
関
川
村
議
会
議
員
に
就
任
。

以
来
五
期
連
続
当
選
を
含
め
平
成
十

一
年
七
月
ま
で
の
間
、
六
期
二
十
四

年
の
長
き
に
わ
た
り
在
職
し
、
高
邁

な
政
治
信
念
を
持
っ
て
地
方
自
治
発

展
に
寄
与
し
た
。
特
に
昭
和
五
十
五

年
十
月
か
ら
二
年
九
か
月
関
川
村
議

会
総
務
文
教
常
任
委
員
会
委
員
長
を

務
め
、
昭
和
五
十
八
年
八
月
か
ら
一

年
間
と
平
成
八
年
八
月
か
ら
二
年
間

の
二
度
に
わ
た
っ
て
関
川
村
議
会
副

議
長
を
歴
任
。
平
成
五
年
十
二
月
か

ら
一
年
七
か
月
関
川
村
議
会
総
務
厚

生
常
任
委
員
会
委
員
長
を
務
め
た
。

ま
た
平
成
五
年
九
月
か
ら
一
年
三
か

月
同
議
会
村
有
温
泉
有
効
活
用
等
特

別
委
員
会
委
員
長
と
し
て
そ
の
職
責

を
果
し
た
。
さ
ら
に
議
員
の
信
望
を

得
て
平
成
九
年
八
月
か
ら
同
十
一
年

七
月
ま
で
関
川
村
議
会
議
長
と
し
て

関
川
村
の
産
業
、
福
祉
、
文
化
の
向

上
に
多
大
な
貢
献
を
し
た
。
こ
の
間

福
祉
施
設
の
充
実
と
村
へ
の
定
住
施

策
を
最
重
要
政
策
と
す
る
当
時
の
鈴

木
村
政
と
協
調
し
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
「
垂
水
の
里
」
や
在
宅
介
護

支
援
セ
ン
タ
ー
の
整
備
に
尽
力
し
た
。 

　
ま
た
定
住
対
策
と
し
て
若
者
定
住

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
を
推
進
し
、
多

目
的
施
設
「
ふ
れ
あ
い
ド
ー
ム
」
や

「
光
兎
こ
ど
も
館
」
の
整
備
を
進
め

た
ほ
か
、
地
元
下
関
集
落
に
第
三
次

宅
地
造
成
計
画
を
推
進
し
、
三
十
一

区
画
の
宅
地
分
譲
を
実
現
し
た
。 

　
こ
の
よ
う
に
村
の
福
祉
施
設
の
整

備
や
定
住
対
策
に
果
し
た
功
績
は
大

き
い
。
そ
の
他
、
村
内
の
交
通
安
全

防
止
の
た
め
に
組
織
に
よ
る
安
全
運

動
の
重
要
性
を
痛
感
し
、
村
当
局
に

働
き
か
け
昭
和
五
十
一
年
五
月
か
ら

村
に
交
通
安
全
指
導
員
制
度
を
設
け

自
ら
指
導
員
を
平
成
十
年
十
二
月
ま

で
務
め
る
と
共
に
村
上
地
区
安
全
協

会
の
副
会
長
な
ど
役
員
を
務
め
、
交

通
事
故
防
止
の
啓
発
に
貢
献
し
た
。 

　
ま
た
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
趣
味
と
し

て
熱
心
に
励
み
、
関
川
村
ゲ
ー
ト
ボ

ー
ル
連
盟
会
長
を
二
十
年
以
上
に
わ

た
っ
て
務
め
、
各
種
大
会
で
優
秀
な

成
績
を
収
め
た
。
ま
た
新
潟
県
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
連
盟
の
理
事
や
総
務
財
政

委
員
長
、
副
会
長
を
務
め
、
県
の
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
の
振
興
に
寄
与
し
た
。 

　
平
成
十
五
年
五
月
、
春
の
叙
勲
で

勲
五
等
瑞
宝
章
を
授
与
さ
れ
た
。
平

成
二
十
一
年
六
月
十
三
日
七
十
八
歳

で
こ
の
世
を
去
っ
た
。 
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ろ
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お
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そ
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が
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ゃ
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た
ま
も
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ゆ
ず 
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